
令和 5 年 7 月 27 日

２ 要求水準書に対する質問

№ 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問の内容 回　答

1 7
第1編
第2章

2.8 2.8.4 （3）排水

防災調整池2700㎥の計算根拠をご教示願います。 調整池容量は、施設基本計画策定時に設定したものです。実
際の設計にあたって、提案する造成範囲に対応した容量を計
画してください。

2 19
第2編
第1章

1.2 1.2.4
年間稼働日数及び稼働
時間等 (1)

第1回要求水準書に対する質問及び回答No.12より、”稼働日数を用いて
施設規模を設定していますので、施設規模が変更となる提案は不可とし
ます。なお、稼働開始後にごみ量が減少した場合は、作業スケジュール
の変更により結果的に稼働日数が減ることを妨げるものではありませ
ん。”と記載がありますが、施設規模を変更しないものとし、年間処理
量を確保した上での稼働日数の提案は可能と理解して宜しいでしょう
か。

施設の処理能力と稼働日数は、当該記載事項を満足できるも
のとしてください。なお、運営・維持管理業務の中でご提示
の内容について協議の上で決定することは可とします。

3 60
第2編
第2章

2.6 2.6.10 (5)特記事項　イ

リチウム電池使用製品を本ヤードに搬送し、フレコンバックに貯留する
ことと記載がありますが、発火の危険性があることから、ドラム缶等の
不燃性容器に貯留しても宜しいでしょうか。また、その場合における貯
留量検討の為、1回あたりの想定搬出量をご教示願います。

管理上問題ないと判断する場合に限り、ドラム缶等の使用を
可とします。貯留量については、当初要求水準のフレコン
バッグ10袋以下相当とします。

4 62
第2編
第2章

2.6 2.6.16 (5)特記事項　ア
収集袋の場外搬出先は、岩手中部クリーンセンター(焼却処理)と理解し
て宜しいでしょうか。

お見込みのとおりです。

5 62
第2編
第2章

2.6 2.6.16 (5)特記事項　ア
収集袋の場外搬出業務は、運営事業者の業務範囲と理解して宜しいで
しょうか。

お見込みのとおりです。

6 63
第2編
第2章

2.6 2.6.18 (5)特記事項　エ
資源ごみ等一時保管用ヤードの貯留量はフレコンバック20袋分とするこ
とと記載がありますが、1袋あたりの容量は500Lを想定すれば宜しいで
しょうか。

既設の利用状況を考慮し、1000ℓを想定しています。

7 102
第2編
第4章

4.3 4.3.2 (4)門扉・囲障　ア

第1回要求水準書に対する質問及び回答No.38より、”事業用地外周は全
てフェンスで囲って下さい。”との記載がありますが、本施設用地外周
(事業用地範囲の内、本事業のために造成した範囲の外周)が対象であ
り、造成範囲外の事業用地外周は不要と理解して宜しいでしょうか。

本事業においては、整備範囲は、事業用地全体のうち民間事
業者が設定する任意の範囲としています。したがって、フェ
ンスは造成を含む整備範囲全体の外周に設定することとし、
整備範囲外での設置は求めません。なお、造成範囲外であっ
ても、本事業で必要となる、運営・維持管理業務上の堆雪エ
リアの設定については十分配慮願います。

8 102
第2編
第4章

4.3 4.3.2 (5)植栽　イ

北上市みどりのまちづくり条例に準拠し、事業用地面積の10％以上の緑
地を確保することとの記載がありますが、本事業造成範囲に対し10%以上
との理解で宜しいでしょうか。

お見込みのとおりです。

9 110
第3編
第1章

1.1 1.1.4 (3)及び(4)

焼却対象物（可燃物）と埋立対象物（不燃物）の運搬について、運営事
業者の業務範囲となっていますが、各種運搬業務を再委託することは可
能ですか。

各種運搬業務の再委託は不可とします。また、環廃対発第
16033010号（平成28年3月）に示されている方法についても
想定してません。

10 119
第3編
第2章

2.5 2.5.5

各種データの計測管理
表3-2 計測項目及び計
測頻度

計測項目の種類組成、単位容積重量については処理対象物のみ対象と考
えて宜しいでしょうか。

年12回の計測は処理対象物のみとします。なお、搬出物（可
燃物、不燃物、破砕鉄、破砕アルミ）についても年２回以上
実施することとします。
正誤表を別途作成して提示します。

11 119
第3編
第2章

2.5 2.5.5

各種データの計測管理
表3-2 計測項目及び計
測頻度

計測項目の純度については、対象物は、可燃物、不燃物、破砕鉄、破砕
アルミの4種類と考えて宜しいでしょうか。

お見込みのとおりです。
上記№10回答で併せて正誤表対応とします。

様式第１号

「広域不燃ごみ処理施設整備・運営事業」の入札説明書等に関する質問について、以下に回答します。

入札説明書等に関する質問書及び回答書（第２回）



12 119
第3編
第2章

2.5 2.5.5

各種データの計測管理
表3-2 計測項目及び計
測頻度

回収率につきましては、対象は破砕鉄及び破砕アルミと考えて宜しいで
しょうか。

お見込みのとおりです。
上記№10回答で併せて正誤表対応とします。

13 119
第3編
第2章

2.5 2.5.5

各種データの計測管理
表3-2 計測項目及び計
測頻度

回収率の算出方法に関しては計量帳票の搬出量及び純度計測結果からの
算出値で宜しいでしょうか。また、仮に１か月間破砕鉄及び破砕アルミ
が一度も搬出されない場合は複数月での評価でも宜しいでしょうか。

別測定データを用いた算出は、運営・維持管理業務着手前段
階までに、当該手法の妥当性が協議により確認できた場合に
限り、可とします。また、前記協議の結果において複数月評
価でも妥当と判断される場合、複数月評価も可とします。

14
添付
資料
1

事業用地範囲(黄色部)

第1回要求水準書に対する質問及び回答No.60より、事業用地範囲の内、
本事業のために造成する範囲外であっても、”仮設用地としては使用は
可能です。ただし、本事業の事業用地範囲外は本組合管理になるため、
除草作業等の都合を考慮し、砕石敷は撤去してください。”と記載があ
りますが、造成範囲外の事業用地における除草作業等の管理について
は、組合様管理と理解して宜しいでしょうか。

お見込みのとおりです。ただし、民間事業者が仮設用地とし
て使用している期間内は、当該仮設用地は民間事業者が除草
を含めた管理を行うこととします。


